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　歴史をどのようにとらえるべきかについて，古代ギ
リシャや古代中国の時代から現在に至るまで，さまざ
まな時代に，さまざまな文明圏の中で，多種多様な見
方が提示されてきた。このような歴史の見方の中に
は，歴史記述の中に埋没していて，その歴史記述をな
しとげた歴史家自身も，意識にのぼらせるに至ってい
ない場合も多いであろう。それが意識され，いくらか
はっきりした形をとる場合に，それを広い意味での歴
史理論とよんでさしつかえないであろう。もちろん，
その場合の抽象的理論化の度合は，極めて低いものか
ら高度のもとまで広い範囲に分布することになる。
　このような広い意味での歴史理論は，意識されてい
るかいないかの違いはあっても，常に何らかの時間意
識を含み，何らかの時間意識に支えられているものと
思われる。なぜならば，歴史という言葉そのものが，
時間の軸の中で生起する出来事の連続を意味している
からである。
　最近のフランスの社会史家は，社会的時間というも
のを想定し，しかもそれは複数である，と考えてい
る。例えぽフェルナン・ブローデルは，『フェリーペ
ニ世の時代の地中海と地中海世界』の中で，多様な時
間の存在を説き，ジャック・ル・ゴブは「教会の時間」
と「商人の時間」との葛藤について語っている。この
ように時間意識に関して，最近歴史学者の間に急速に
関心が高まりつつあると思われる。ただし，本研究
は，あくまで個々の歴史家の抱いていた一定の歴史理
論が前提としていた時間意識に問題を限定する。
　このように考えると，例えば古代ギリシャの歴史家
トゥキュディデスと，二十世紀イギリスの歴史家アー
ノルド・トイソビーのそれぞれが，どのような歴史理
論と時間意識を心に抱いていたか，といった問題の立
て方が可能になる。実は，この二人の歴史家の時間意
識の間には深い関連性がある。第一次世界大戦勃発時
に，トゥキュディデスのペロポネソス戦争史を学生に
講じていたトインビーは，トゥキュディデスとの「哲
学的同時代性」を体験する。詳細は，本研究の中間報
告の性格をもつ以下の論文にゆずるが，本研究の視角
は，多くの成果を約束すると考えられる。
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